
第535号
令和6年1月1日

www.samukawajinjya.jp
S A G A M I



一
、
御
祭
神

　
　
　寒
川
比
古
命（
さ
む
か
わ
ひ
こ
の
み
こ
と
）

　
　
　寒
川
比
女
命（
さ
む
か
わ
ひ
めの
み
こ
と
）

　
寒
川
神
社
は
、寒
川
比
古
命・寒
川
比
女
命
を
奉
祀
申
し
上
げ
、二
柱
の
御

祭
神
を
寒
川
大
明
神
と
奉
称
し
て
い
ま
す
。

　
寒
川
大
明
神
は
、相
模
國
を
中
心
に
広
く
関
東
地
方
を
御
開
拓
に
な
ら
れ
、

衣
食
住
な
ど
人
間
生
活
の
根
源
を
開
発・指
導
さ
れ
ま
し
た
関
東
地
方
の
親

神
様
で
す
。

一
、
御
由
緒

　
当
神
社
の
創
建
は
古
く
、『
惣
国
風
土
記
』に
は
雄
略
天
皇（
457
〜
479
年
）の

御
代
に
奉
幣
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、『
寒
川
文
書
』に
は
神
亀

4
年（
727
年
）社
殿
建
立
と
伝
え
ら
れ
、『
続
日
本
後
紀
』に
は
承
和
13
年

（
846
年
）に
神
階
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は

醍
醐
天
皇
の
御
代
に
制
定
さ
れ
た
延
喜
式
に
お
い
て
は
、相
模
國
唯
一
の
名
神

大
社
と
定
め
ら
れ
、当
神
社
は
少
な
く
と
も
約
1
6
0
0
年
の
歴
史
を
有
す

る
古
社
と
い
え
ま
す
。

　
特
に
古
く
か
ら
唯
一
の
八
方
除
の
守
護
神
と
し
て
、地
相・家
相・方
位・日

柄・厄
年
な
ど
に
由
来
す
る
災
難
を
と
り
除
き
、福
徳
開
運
を
も
た
ら
し
、日
々

の
暮
し
に
限
り
な
い
恩
恵
を
与
え
て
下
さ
る
御
神
徳
は
広
大
無
辺
で
す
。

　
こ
の
八
方
除
の
御
神
徳
は
、全
国
各
地
よ
り
敬
仰
さ
れ
寒
川
大
明
神
を
奉

戴
す
る
崇
敬
者
は
年
々
増
加
し
、篤
い
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

一
、
御
神
域

　
神
聖
な
る
神
嶽
山
を
背
に
境
内
は
約
1
万
5
0
0
0
坪
と
な
って
お
り
、緑

豊
か
な
樹
木
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。神
門
、手
水
舎
に
続
い
て
、平
成
9
年
10
月

に
厳
粛
の
中
に
も
絢
爛
に
輝
く
銅
板
葺
、総
木
曽
檜
造
り
の
御
本
殿
の
ほ
か
に

幣
殿
、拝
殿
、翼
殿
、廻
廊
な
ど
が
完
成
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
御
本
殿
の
奥
庭「
神
嶽
山
神
苑
」は
、御
社
殿
御
造
営
10
年
を
記
念
致

し
ま
し
て
、大
規
模
に
整
備
を
行
い
、平
成
21
年
に
開
苑
致
し
ま
し
た
。

そ
う  

こ
く   

ふ     

ど 

き
し
ょ
く  

に   

ほ
ん  

こ
う  

き

か
ん
た
け 

や
ま
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公式チャンネル

当神社の四季折々の様子などを発
信しています。皆様のフォローを
お願いします。また、個人で神社
の写真をアップされる際は「# 寒
川神社」をつけてください。
※御本殿内・授与所の撮影はご遠慮ください

当神社の祭事、行事の最新情報
を発信しています。インスタグラ
ム以外の情報もお送りしていきま
すので「友だち」登録をお願いし
ます。

当神社の祭事、行事の最新情報を
発信しています。公式インスタグ
ラムとリンクしています。ご一緒
にご登録をお願いします。

当神社の祭事のほか、貴重な資
料などを定期的に更新していま
す。今後も様々な行事の様子を
発信していきますので、皆様の
チャンネル登録をお願いします。

❖メールは毎月１日に配信致します。
❖神社ホームページよりご登録ができます。
https://samukawajinjya.jp/mailmagazine/配信のご案内

ご登録お待ちしております 寒川神社の祭典・行事のご案内を社報「相模」メルマガとして
お届けします。是非、ご登録ください。

社報 メルマガ
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神苑で寒川大明神との御神縁をお深めください神
か ん た け や ま し ん え ん

嶽山神苑

《石舞台公演》
3 月以降の日程はホームページにてお知らせ致

 します

《方徳資料館》
寒川大明神の全国唯一の御神徳「八方除」につい
ての資料が展示されています

※入苑は御祈祷を受けた方に限ります

3月1日（金）より
開苑予定
神嶽山神苑への入苑は御祈祷
を受けた方に限ります。

神苑内では茶屋 「和楽亭」 に
て抹茶と和菓子をお楽しみ
いただけます。

（500円より思召し）
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令
和
６
年
甲
辰
歳
を
迎
え
ま
し
て
、
謹
ん
で
聖
壽
の
萬
歳

と
御
皇
室
の
弥
栄
を
言
祝
ぎ
、
国
家
国
民
の
繁
栄
と
世
界
の

恒
久
平
和
を
衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
寒
川
町

民
を
は
じ
め
と
し
ま
し
た
氏
子
崇
敬
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は

常
日
頃
よ
り
当
神
社
の
諸
祭
事
に
際
し
ま
し
て
格
別
な
る

ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
甲
辰
は
十
干
十
二
支
に
お
い
て
は
41
番
目
と
な
り
、

辰
の
字
は
陽
気
が
漸
く
盛
え
て
、
そ
れ
ま
で
伸
び
悩
ん
だ
草
木

が
変
化
、
伸
張
す
る
状
態
を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
5
月
以
降
、
コロ
ナ
感
染
症
が
五
類
感
染
症
へ
と
移
行
さ

れ
、
世
間
の
動
き
が
長
く
続
い
た
閉
塞
感
か
ら
脱
却
し
再
生
へ

と
進
む
兆
し
を
み
せ
、
本
年
は
ま
さ
に
飛
び
立
つ
辰
の
ご
と
く

多
く
の
物
事
が
前
身
し
て
い
く
年
と
言
え
ま
す
。

　

当
神
社
で
は
、
菊
花
写
真
展
・
相
模
薪
能
な
ど
の
諸
行
事
、

ま
た
寒
川
神
社
参
集
殿
・
寒
川
病
院
、
さ
ら
に
は
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
寒
川
第
二
団
が
昨
年
発
団
か
ら
５０
年
を
迎
え
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
・
施
設
が
半
世
紀
を
迎
え
、
数
多
く
の

先
人
達
の
功
績
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
の
５０
年

へ
の
教
化
の
継
続
と
、
今
以
上
に
御
祭
神
の
御
神
徳
の
発
揚
に

寄
与
で
き
る
よ
う
に
職
員
一
同
、
気
を
引
き
締
め
て
邁
進
す
る

覚
悟
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
般
、
コロ
ナ
禍
の
脱
却
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
伴
い
経
済
が

活
性
化
し
、
ま
た
人
が
動
き
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
各
観
光
地
が

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
余
波
を
受
け
る
な
ど
様
々
な
問
題
が
報
じ

ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
当
神
社
に
お
い
て
は
昨
年
11
月
に
メ
デ
ィ
ア

番
組
で
の
放
送
の
影
響
を
仰
ぎ
、
大
変
多
く
の
方
の
ご
参
拝
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
神
社
で
御
祈
祷
を
初
め
て
受
け

ら
れ
る
方
が
多
く
、
ご
家
庭
の
安
寧
、
ま
た
物
価
高
と
コロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
る
お
仕
事
に
対
す
る
不
安
な
ど
切
実
な
お
話
を
伺

い
、
皆
様
の
心
の
拠
り
所
が
ま
さ
に
神
社
に
あ
り
、
我
々
も
仲
執

り
持
ち
と
し
て
の
本
来
あ
る
べ
き
責
務
を
改
め
て
認
識
致
し
ま
し

た
。
当
神
社
の
御
祈
祷
は
、
神
職
が
一
人
一
人
の
祈
願
内
容

を
お
伺
い
し
て
、
願
意
に
沿
っ
た
御
祈
祷
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
、
多
く
の
や
り
取
り
が
利
便
性
を
追
求
し
機
械
化
さ
れ

る
中
、
人
と
人
が
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
で
は
伝
わ
ら
な

い
温
も
り
を
多
く
の
方
が
求
め
て
い
ま
す
。当
神
社
は
も
と
よ
り
、

全
国
各
神
社
に
お
い
て
も
氏
子
崇
敬
者
の
思
い
は
我
々
が
思
う

以
上
に
篤
く
尊
い
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
ご
崇
敬
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

本
年
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
当
神
社
の
諸
祭
事
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
何
卒
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
寒
川
大
明
神
の
御
神
徳
を
余
す
こ
と
な
く
お
受
け
に
な

ら
れ
ま
し
て
、
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

令
和
６
年
甲
辰
歳　

年
頭
の
ご
挨
拶

寒
川
神
社
宮
司　

利 

根  

康 

教
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10
月
15
日
「
人
形
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
、

人
形
奉
斎
殿
に
お
い
て
人
形
感
謝
祭
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

古
く
よ
り
日
本
で
は
人
形
に
は
魂
が
宿
る

と
い
う
風
習
が
あ
り
、
そ
の
心
は
今
も
日
本
人

の
中
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
祭
典
当
日
は

生
憎
の
雨
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
参

拝
者
の
ご
参
列
の
も
と
、
節
句
人
形
や
ぬ
い
ぐ

る
み
な
ど
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
大
麻
・

切
麻
に
て
祓
い
清
め
、
粛
々
と
祭
典
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
の
神
宮
に
お
い
て
斎
行
さ
れ
る
年
間

1
5
0
0
に
も
及
ぶ
祭
典
の
中
で
、
最
も

重
儀
と
さ
れ
て
い
る
の
が
「
神
嘗
祭
」
で
す
。

　

10
月
17
日
に
は
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
に

お
い
て
、
天
皇
陛
下
が
遣
わ
さ
れ
た
勅
使
に

よ
っ
て
奉
幣
が
行
わ
れ
、
天
皇
陛
下
に
お
か
せ

ら
れ
ま
し
て
は
、
皇
居
内
に
お
い
て
皇
大
神

宮
を
御
遥
拝
に
な
ら
れ
ま
す
。
当
神
社
で
も

神
嘗
奉
祝
祭
を
斎
行
し
、
神
宮
を
遥
拝
致

し
ま
し
た
。

　

11
月
8
・
9
日
、
神
奈
川
県
神
社
庁
相
模

湘
南
支
部
主
催
の
教
養
研
修
会
が
当
神
社
参

集
殿
に
お
い
て
2
日
間
に
亘
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
日
本
大
学
名
誉
教
授
・
国
士

舘
大
学
特
任
教
授 

百も
も

地ち

章あ
き
ら

氏
を
講
師
に
お
招

き
し
て
、「
憲
法
改
正
の
実
現
に
向
け
て
」
を

題
目
に
日
本
国
憲
法
の
成
り
立
ち
か
ら
問
題

点
に
つ
い
て
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

百
地
先
生
の
お
話
を
通
し
て
、
先
人
た
ち

寒
川
神
社

社
務
報
告

10
月

	

1
日	
末
社
宮
山
神
社
神
幸
祭

	

15
日	

人
形
感
謝
祭

	

17
日	

神
嘗
奉
祝
祭
	

20
日	

相
模
國
式
内
社
の
會
総
会

	
 

〃	

職
員
防
災
訓
練

	

22
日	

第
2
期
相
模
塾
第
9
回
講
座

　
　
　
企
画
展
「
神
社
と
震
災
」

　
　
　

  

（
9
月
16
日
〜
10
月
22
日
）

　
11
月

 	

3
日	

明
治
祭

8
・
9
日	

相
模
湘
南
支
部
教
養
研
修
会

	

9
日	

相
模
湘
南
支
部

	
	

　

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭

10
～
23
日	

第
56
回
菊
花
写
真
展

 	

23
日	

新
嘗
祭

12
月

 	

10
日	

客
殿
地
下
改
修
工
事
清
祓

 	

14
日	

煤
拂
祭

	

20
日	

迎
春
ね
ぶ
た
設
置

	
 

〃	

神
池
橋
擬
宝
珠
の
八
方
除
祓
麻

　
　
　
　
　

奉
斎
清
祓

 	

24
日	

第
2
期
相
模
塾
発
表
会

          

（
第
２
期
生
修
了
式
）

	

31
日	

師
走
大
祓
式
並
除
夜
祭

	
 

〃	

神
徳
感
謝
祭

毎
月
１
日
・
20
日　

月
次
祭

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

人
形
感
謝
祭

神か
ん

嘗な
め

奉ほ
う

祝し
ゅ
く

祭さ
い

人形感謝祭神宮大麻暦頒布始奉告祭

神嘗奉祝祭相模湘南支部教養研修会

企画展示「神社と震災」

第 56 回菊花写真展

相
模
湘
南
支
部
教
養
研
修
会

新嘗祭

新嘗祭
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10
月

	

1
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末
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企
画
展
「
神
社
と
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」

　
　
　

  

（
9
月
16
日
〜
10
月
22
日
）

　
11
月

 	

3
日	

明
治
祭

8
・
9
日	

相
模
湘
南
支
部
教
養
研
修
会

	

9
日	

相
模
湘
南
支
部

	
	

　

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭

10
～
23
日	

第
56
回
菊
花
写
真
展

 	

23
日	

新
嘗
祭

12
月

 	

10
日	

客
殿
地
下
改
修
工
事
清
祓

 	

14
日	

煤
拂
祭

	

20
日	

迎
春
ね
ぶ
た
設
置

	
 

〃	

神
池
橋
擬
宝
珠
の
八
方
除
祓
麻

　
　
　
　
　

奉
斎
清
祓

 	

24
日	

第
2
期
相
模
塾
発
表
会

          

（
第
２
期
生
修
了
式
）

	

31
日	

師
走
大
祓
式
並
除
夜
祭

	
 

〃	

神
徳
感
謝
祭

毎
月
１
日
・
20
日　

月
次
祭

が
つ
く
り
あ
げ
た
日
本
は
、
震
災
や
コ
ロ
ナ

感
染
症
、
ま
た
周
辺
諸
国
と
の
外
交
問
題

な
ど
状
況
に
応
じ
て
事
あ
る
ご
と
に
様
々
な
対

応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
困
難
な

状
況
に
あ
る
国
内
と
日
本
を
取
り
巻
く
国
際

状
況
に
お
い
て
、
確
固
た
る
日
本
を
目
指
す

た
め
に
は
何
が
重
要
か
を
改
め
て
考
さ
せ
ら
れ

る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
9
日
、
神
奈
川
県
神
社
庁
相
模
湘

南
支
部
の
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
が

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
伊
勢
の
神
宮
よ
り
神
社

本
庁
、
各
都
道
府
県
の
神
社
庁
を
通
じ
て
、

年
末
ま
で
に
神
宮
大
麻
と
神
宮
暦
が
全
国

崇
敬
者
へ
頒
布
さ
れ
ま
す
。
神
宮
大
麻
は
天

皇
陛
下
の
祈
り
で
あ
る
皇
室
の
御
安
泰
と

国
家
国
民
の
安
寧
を
祈
願
し
た
御
神
札
で

す
。
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
氏
神
様
の

御
神
札
と
と
も
に
神
棚
に
お
祀
り
し
て
、
大

御
神
様
の
御
加
護
を
い
た
だ
き
、
そ
の
年
の

国
家
隆
昌
・
家
内
安
全
を
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

　　

当
神
社
の
「
三
大
祭
」
の
１
つ
、
新
嘗

祭
が
役
員
・
総
代
・
氏
子
崇
敬
者
ご
参
列

の
も
と
、
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

祭
典
は
秋
の
豊
か
な
稔
り
に
感
謝
を
申
し
上
げ

る
祭
典
で
、
崇
敬
者
の
方
々
や
近
隣
の
生
産

者
よ
り
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
新
米
・
野
菜
・

果
物
・
生
花
な
ど
、
様
々
な
も
の
が
御
神
前

に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
祭
典
終
了
後
、
参
集

殿
に
お
い
て
神
社
に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
っ
た

篤
志
奉
納
者
と
第
56
回
菊
花
写
真
展
の
受

賞
者
の
方
々
の
表
彰
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

※
詳
細
は
6
～
9
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
お
り
ま
す

12
月
20
日
、
神
池
橋
擬
宝
珠
の
八
方
除

祓
麻
奉
斎
清
祓
が
関
係
者
の
み
の
参
列
の

も
と
、
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
池
橋
は

平
成
23
年
12
月
19
日
に
竣
功
し
、
橋
中
央

の
橋
柱
２
か
所
の
擬ぎ

宝ぼ

珠し

に
八
方
除
祓
麻
が

納
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
神
社
で
は
12
年
毎
に

東
西
に
納
め
ら
れ
て
い
る
擬
宝
珠
内
の
八
方

除
祓
麻
を
新
調
し
て
奉
斎
し
、
神
池
橋
の

安
全
と
橋
を
渡
る
参
拝
者
の
安
全
を
祈
願

し
て
お
り
ま
す
。

※
神
社
公
式
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
お
い
て

　

平
成
23
年
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
神
池
橋
竣
功
の

　

模
様
を
紹
介
し
て
い
ま
す

神
池
橋
擬
宝
珠
の
八
方
除
祓は

ら
え

麻ぬ
さ

奉
斎
清
祓

新嘗祭　式典神池橋擬宝珠の八方除祓麻奉斎清祓

新嘗祭

新嘗祭

新嘗祭　式典神池橋擬宝珠の八方除祓麻奉斎清祓

神じ
ん 

宮ぐ
う 

大た
い 

麻ま 

暦れ
き 

頒は
ん

布ぷ 

始は
じ
め 

奉ほ
う 

告こ
く 

祭さ
い

新に
い  

嘗な
め  

祭さ
い

相
　
模
　
第
535
号
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相
澤
　
　

正
	

相
沢
　

扶
美

	

相
田
　
　

孝

	

相
原
　

善
久

	

青
木
　

文
子

	

青
木
　
　

誠

	

㈱

青

葉

青
山
大
寿
司

	

穐
元
千
恵
子

	

秋
山
　

明
子

	

秋
山
　

正
樹

	

浅
井
　

智
晴

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
一
之
宮
薬
局

　
堀
之
内　

仁

旭
フ
ァ
イ
バ
ー
グ
ラ
ス
㈱
湘
南
工
場

㈱

ア

ス

カ

天
利
　

茂
雄

	

天
利
　

高
治

	

荒
井
た
い
こ

荒
井
　

利
公

	

荒
井
　

萌
良

	

安
藤
　
　

駿

	

伊
澤
　

忠
治

	

石
井
　

明
彦

	

石
井
　
　

文

	

石
井
　
　

進

	

石
井
　

大
輔

	

石
井
　

高
明

	

石
川
　

綾
子

	
石
川
　

悟
史

	
石
黒
　
　

清

	
石
黒
　

鉄
男

	

石
黒
　

久
一

	

石
腰
　

明
美

	

石
田
　

茜
煌

	

石
田
芙
紗
子

	

石
塚
　
　

昇

	

石
塚
　

雄
司

	

井
田
　

浩
文

	

市
川
　
　

明

	

市
川
　

澄
雄

	

市
川
　

太
一

	

市
川
　
　

優

	

市
川
　

幹
雄

	

㈱

一

富

士

井
出
　

一
浩

	

井
出
　

茂
樹

	

井
出
　

駿
蘭

	

井
出
　
　

勉

井
出
洋
ら
ん
園

伊
藤
　

引
一

	

伊
藤
　

英
明

	

伊
藤
　

英
則

	

伊
藤
ふ
み
子

	

伊
藤
真
美
子

	

伊
東
　
　

満

	

伊
東
　

久
子

井
上
　

健
一

	

井
上
　

憲
一

	

井
上
　

詩
凰

	

井
上
庄
二
郎

井
上
　

隆
男

	
井
上
　

忠
市

	
井
上
　

美
紀

	

井
上
　

幹
啓

	

井
上
　

利
枝

	

入
澤
　

郁
雄
	

入
澤
　

一
三

	

入
澤
　

清
子

	

岩
田
　

清
美

	

岩
橋
　

宏
宣

	

宇
田
川
辰
男

	

宇
田
川
良
一

	

内
田
　

武
秀

	

内
田
　

芳
德

	

宇
都
宮
紀
子

	

宇
波
　

節
子

エ
ス
テ
サ
ロ
ン
ル
ル
ド

㈱
エ
フ
ピ
ー
ア
ン
ド
ホ
ー
ム

大
内
　

孝
栄

	

㈱
オ
ー
カ
ワ

大
川
　
　

剛

	

大
川
　

久
之

	

大
久
保
靜
男

	

大
久
保
泰
明

	

大
城
　

享
太

	

大
谷
　

光
昭

	

大
谷
由
美
子

	

大
塚
　

満
枝

	

大
伴
　

京
子

	

大
橋
　

範
之

大
橋
ひ
か
る

大
橋
真
理
子

大
村
日
出
雄

大
和
田
恵
里
子

岡

遷

㈱

岡
田
み
ゆ
き

岡
田
　

吉
德

	

岡
本
　

充
弘

	

小
河
　

静
雄

	

沖
田
　

康
宏

㈲
お
ぎ
野
亭

小
澤
　

孝
夫

	

小
澤
　

通
子

	

落
合
　

利
行

	

小
原
　

淳
志

	

小
原
　

悦
子

	

笠
原
と
し
子

	

笠
間
　

隆
二	

　

桐
　

正
道

	

　

桐
　

裕
子

	

　

桐
　

裕
司

	

　

桐
由
美
子

	

加
藤
　

貞
雄

	

加
藤
　

智
子

	

加
藤
　

芳
恵

神
奈
川
県
神
道
青
年
会

金
澤
由
美
子

㈱
カ
ナ
リ
ヤ

金
子
　

一
男

㈱
金
子
建
材
土
木

金
子
　

幸
一

	

金
子
　

昌
裕

	

金
子
　

隆
夫

	

金
子
　

隆
次

	

金
子
　
　

武

	
金
子
　

共
秀

	
金
子
　

信
夫

	

金
子
　
　

誠

	

金
子
　

良
幸

	

加
村
　

勇
仁

	

加
村
　

佳
子

	

加
村
　

菜
月

	

亀
井
　

勝
也

	

川
口
　

末
廣

	

川
口
由
紀
子

	

川
口
由
美
子

	

神
崎
　

幸
子

	

㈱
北
岡
本
店

	

木
内
　

和
彦

	

木
内
　

和
美

	

木
内
　

孝
隆

	

木
内
　

敏
幸

	

木
内
　

正
幸

	

北
河
　
　

孝

	

北
河
美
津
代

	

喜
多
代
孝
枝

	

喜
多
代
隆
志

	

北
村
　
　

茂

	

北
村
　

幸
雄

	

北
村
工
務
店

	

木
村
　

昭
夫

	

木
村
　

孝
行

	

木
村
　

保
博

	

木
村
　

義
秋

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

工
藤
　

裕
一

	

國
井
香
預
子

	
國
井
　

優
始

	
國
井
泰
意
子

	

熊
澤
　

光
敏

	

熊
澤
酒
造
㈱

	

汲
田
　

晶
也

	

倉
石
賢
太
郎

	

倉
橋
　

博
之

	

倉
持
　

庫
三

	

倉
本
　

令
子

㈱
グ
ラ
ン
ド
ラ
イ
ン
-マ
ル
シ
ゲ

㈱
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
佐
渡

栗
田
　
　

馨

	

栗
田
　
　

隆

	

栗
田
　

知
一

	

栗
田
　
　

登

	

嚴
　
　

昭
炫

	

小
泉
　

恭
子

	

㈲

工

匠

河
野
亜
希
子

㈱
工
房
え
む
ま

　
渡
邉
林
太
郎

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

黄
金
井
由
香
里

小
島
　

正
好

	

小
島
　

輝
雄

	

小
島
　

信
男

小
嶋
　

章
治

	

小
嶋
　

龍
己

	

越
村
晃
一
郎

	

小
菅
　

昭
義

	

小
菅
　

繁
男

	

小
菅
　

隆
志

	

小
菅
　

弘
髙

	

小
谷
　

正
悟

	

後
藤
　
　

進

	

小
林
　
　

真

	

小
宮
未
三
来

	

近
藤
　

喜
一

	

近
藤
　

健
雄

	

斎
藤
　

澄
代

	

齋
藤
　

博
一

	

齋
藤
　

雅
俊

	

齋
藤
　

洋
行

㈱
サ
イ
フ
ァ
ー
ム

酒
井
　

隆
行

坂
上
　
　

輝

坂
槇
　

裕
彦

さ
が
み
農
業
協
同
組
合

　
代
表
理
事
組
合
長

　
　
西
山　

國
正

　

寒
川
地
区
運
営
委
員
会

　
　
委
員
長　

福
岡　
清

　

寒

川

支

店

　
　
支
店
長　

脇　

利
幸

　

倉

見

支

店

　
　
支
店
長　

大
川
浩
昭

　
寒
川
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　
　
セ
ン
タ
ー
長　

内
海
憲
二

鷺
谷
　

眞
觀

酒
谷
　
　

勇

（医）
さ
く
ま
こ
ど
も
ク
リ
ニッ
ク

　

佐
久
間
秀
哉

佐
藤
　

亜
紀

	

佐
藤
　

昭
宏

	

佐
藤
　

朝
一

	

佐
藤
　

俊
哉

佐
藤
　

眞
弓

佐
藤
理
恵
子

佐
藤
恵
理
子

	

佐
藤
　

航
之

佐
藤
　

敦
之

	

佐
藤
　

克
哉

	

佐
藤
　

好
崇

	

佐
藤
　
　

哲

	

佐
藤
　

照
之

	

佐
藤
　
　

宏

	

佐
藤
　

幸
雄

	

㈱
佐
藤
興
業

座
間
　

仁
美

寒
川
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

㈲
寒
川
建
材

㈲
寒
川
公
衆
衛
生
社

寒
川
神
社
神
一
会

寒
川
神
社
商
工
奉
賛
会

寒
川
町
観
光
協
会

令
和
5
年
　
新
嘗
祭
奉
納
者
芳
名 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

初
穂
米
・
一
升
米
・
稲
穂
・
魚

酒
・
野
菜
・
果
物
・
卵
・
花
・
菓
子
等
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寒
川
町
農
産
物
品
評
会

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

㈱

三

和

　

 　

岡　

雅
敦

㈱
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ

　

中
山　

智
之

篠
﨑
真
理
子

篠
塚
　

達
夫

㈱
シ
ノ
ハ
ラ

　
篠
原　

安
弘

柴
﨑
　

久
恵

	

柴
田
　

友
子

	

柴
田
　

裕
之

	

澁
谷
　

徳
彦

	

渋
谷
　

幸
宏

	

志
村
寿
美
代

	

下
村
　
　

愛

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ

　
湘
南
さ
む
か
わ
店

正
田
　

和
子

正
田
　

千
尋

正
田
　

雄
治

湘
南
ビュ
ー
テ
ィ
ブ
ラ
イ
ダ
ル

㈱
湘
南
山
鉄

　
山
口　

利
通

白
鳥
　

美
貴

	

城
内
　

牽
輔

	

城
内
　

政
春

	

城
内
　

麻
里

	

白
倉
　
　

綾

信

花

園

菅
原
　

章
芳

	

菅
原
　

智
子

	
杉
崎
　

孝
行

	
杉
﨑
　

秀
男

	

杉
崎
　

保
明

	

杉
崎
　

芳
子

	

杉
山
　

直
弘

	

杉
山
　

英
昭

	

杉
山
　

光
弘

	

鈴
木
　

一
實

	

鈴
木
猪
太
郎

	

鈴
木
い
ま
り

鈴
木
　

髙
行

	

鈴
木
　
　

忠

	

鈴
木
　

千
晴

	

鈴
木
　

哲
夫

	

鈴
木
　

雅
人

	

鈴
木
　

裕
一

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

㈱
鈴
木
製　

所

須
藤
真
紗
慧

須
藤
　

美
子

須
藤
製
作
所

砂
走
　

智
生

	

関
根
　

姿
子

	

関
根
　

義
博

	

関
野
　

達
夫

	

曽
根
　

利
昭

	

園
部
千
亜
紀

㈱

空

晴

大

黒

屋

　
野
中　

正
博

髙
木
加
代
子

高
島
　
　

豊

髙
瀬
　
　

茂

高
頭
　
　

昇

髙
橋
　

昭
夫

高
橋
　
　

潔

髙
橋
　
　

清

高
橋
佐
知
子

髙
橋
　

三
郎

高
橋
孝
太
朗

髙
橋
　

邦
禎

	

髙
橋
　

恵
一

㈱

タ

ガ

ワ

瀧
本
　

真
弓

竹
内
　

良
晴

㈱
竹
中
工
務
店

大
宰
奈
緒
子

田
中
　

陽
子

㈲
田
中
写
真

谷
口
　

秀
則

田
端
生
産
組
合

玉
川
　

貴
嗣

玉
腰
　

米
吉

樽
田
　
　

徹

茅
ヶ
崎
市
漁
業
協
同
組
合

丁
　
　

正
　

 

辻
　
　

康
友

辻
　
　

康
仁

露
木
　

武
光

露

木

生

花

東
映
通
信
工
業
㈱

　

中
島　

一
夫

常
盤
　

正
夫

戸
田
　

正
幸

戸

塚

米

店

　

亀
山　
　

博

中
川
　

清
一

中
川
由
貴
子

中
沢
運
輸
㈱

中
島
　

和
江

中
島
　

啓
介

中
島
　
　

裕

長

嶋

園

中
嶋
　
　

章

	

中
野
度
茂
代

	

中
間
佐
都
美

	

中
村
　

理
恵

	

仲
山
　

明
良

	

中
山
　

隆
之

	

中
山
　

夏
子

生
麦
運
送
㈲

西
村
奈
央
子

日
本
精
麦
㈱

日
本
赤
十
字
社

　
関
東
甲
信
越
ブ
ロッ
ク

　

血
液
セ
ン
タ
ー

根
岸
　
　

馨

	

根

岸

農

園

根
本
　
　

剛

	

能
條
　
　

隆

	

野
地
　

浩
一

	

野
村
　

千
晴

	

野
村
　

知
代

	

野
村
　

博
司

	

萩
原
　
　

進

	

蓮
實
　

亘
司

	

長
谷
川
正
富

	

長
谷
川
祐
崇

	

羽
田
美
恵
子

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
㈱

㈱
葉
山
国
際
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部

原
　
　

宏
治

㈲
原
田
総
合
保
険
事
務
所

日
尾
　

政
喜

東
　
　

泰
一

光

生

㈲

　

水
澤　
　

豊

日
髙
　

裕
貴

	

福

岡

園

福
岡
　
　

誠

福
室
　

陽
子

	

藤
井
　
　

彰

藤
井
　

明
男

	

藤
井
小
百
合

	

藤
井
　

佳
子

	

藤
井
　
　

薰

藤
島
　

安
衣

フ
ジ
シ
ロ
リ
サ
イ
ク
ル

藤
田
　

善
三

藤
田
　
　

悠

㈱

藤

又

部
谷
　

準
人

部
谷
　

千
明

部
谷
　

燈
琉

㈲
古
山
看
板
塗
装

　

古
山　

大
二

古
谷
　

喜
洋

	

㈱
豊
榮
金
属

	

豊

月

堂

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
寒
川
第
二
団

細
井
せ
つ
子

本
田
由
香
里

	

本
間
亜
希
子

	

本
間
　
　

聡

	

前
田
　

勝
則

	

前
田
　

隆
一

	

前
田
　

利
奈

	
牧
　
　

末
美

	
眞
下
　

音
桜

	

眞
下
由
起
夫

	

舛
水
　

行
正

	

松
井
久
美
子

M
atsuiya 

International㈱

松
浦
佐
和
子

松
本
江
里
子

松
本
　
　

學

㈱
眞
原
電
工

　

眞
原　

 
 

浩

㈱
丸
井
紙
店

　

有
泉　

誠
一

丸
髙
工
業
㈱

丸
山
　

隆
之

萬
　

蔵
　

丸

三
浦
　

志
真

見
国
　
　

佳

見
國
め
ぐ
み

	

三
澤
　

伸
喜

	

水
谷
　
　

稔

	

三
堀
　

和
彦

	

三
留
　

清
一

	

三
留
　

豊
正

	

緑
川
　
　

潔

	

皆
川
　

清
藏

	

皆
川
　

欽
一

	

皆
川
　

憲
治

	

皆
川
　

常
明

	

皆
川
　

秀
明

	

皆
川
　

米
男

南
　
　

賢
宏

三
原
　

昭
彦

三
原
　

京
子

三
村
ま
き
子

宮
治
　

克
巳

宮
下
　

優
子

宮
田
　

由
美

宮
山
神
輿
愛
好
会

宮

山

総

代

宮
山
根
岸
町
内
会

　
上
地
区

　
　

海
老
原　

透

　
下
地
区

　
　

及
川　

栄
吉

村
田
　

一
美

	

村
田
　

富
雄

	

村
田
八
千
雄

村
松
　

文
菜

	

村
山
　

詠
子

	

望
月
美
由
紀

百
崎
製
菓
㈱

森
　
　

栄
子

森
　
　

教
之

森
　
　

茂
紀

森
下
　

健
二

森
住
　

政
子

森
永
　

和
幸

森
光
　

宏
枝

谷
澤
　

正
勝

柳
　
　

広
美

㈱
山
上
建
設

山
岸
　

泉
琳

山
口
　

昭
義

山
崎
　

綾
子

山
﨑
　

隆
一

山
田
　

直
樹

山
西
　

洋
輔

山
本
　

直
美

山
本
　

邦
代

山
本
真
妃
紗

山
本
真
由
美

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

横
溝
実
都
江

横
溝
　

義
明

吉
川
　

篤
義

吉
川
　

精
二

吉
田
　

宜
生

吉
田
　

信
雄

與
安
　

義
道

龍
木
加
代
子

若
林
美
代
子

脇
　
　

善
治

脇
　
　

文
亮

渡
邊
　
　

勲

渡
辺
恵
美
子

㈱
落
雁　

諸
江
屋

相
　
模
　
第
535
号
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審
査
長　

遠
藤　

吉
和

	

副
審
査
長　

高
橋　

正
夫

間あ
い

管く
だ

の
部	

土
屋　

和
民

　

盆ぼ
ん

用よ
う

仕
立
て
間あ
い

管く
だ

の
部
よ
り
、
花
名
「
彩さ
い

胡こ

優ゆ
う

美び

」

と
い
う
桃
色
の
花
を
選
び
ま
し
た
。
こ
の
花
は
平
成

19
年
に
彩
胡
園（
相
模
原
市
）よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

万
能
品
種
で
ダ
ル
マ
作
り
、
福
助
作
り
と
皆
様
方
に

愛
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
宮
司
賞
の
作
品
は
、
管
物
の

特
徴
で
あ
る
玉
巻
も
基
本
通
り
の
大
き
さ
、
管
の
太

さ
の
1.5
倍
で
玉
巻
も
よ
く
、
花
弁
の
伸
び
も
よ
く
、

花
芯
の
深
さ
も
申
し
分
な
く
、
も
う
少
し
大
き
め
の

輪
台
を
つ
け
た
ら
、
さ
ら
に
花
の
輪
径
が
大
き
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
盆
養
仕
立
て
に
お
い
て
も
申

し
分
な
く
、
三
花
揃
っ
た
花
容
は
素
晴
ら
し
く
見
事

で
し
た
。
副
審
査
長
と
合
議
し
決
定
致
し
ま
し
た
。

 

厚あ
つ

物も
の

の
部	

土
屋　

和
民

　
盆ぼ
ん

用よ
う

仕
立
て
厚
物
品
種
よ
り
、
花
名
「
太た
い

平へ
い

の
銀ぎ
ん

峰ぽ
う

」
と
い
う
白
色
の
花
を
選
び
ま
し
た
。
こ
こ
数
年

間
で
は
宮
司
賞
で
は
常
連
の
花
で
す
が
、
異
常
気
象

に
お
け
る
作
品
で
も
立
派
に
咲
き
、
弁
質
、
弁
組
、

花
弁
の
色
艶
も
よ
く
、
若
い
花
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ま
と
ま
り
も
よ
く
、
咲
き
上
が
れ
ば
高
さ
も
出
て
、

最
後
ま
で
露
芯
す
る
こ
と
は
な
く
見
ら
れ
る
花
と

思
い
ま
す
。
盆
養
仕
立
て
に
お
い
て
も
無
理
な
く
仕

立
て
ら
れ
、
三
花
揃
っ
た
花
容
は
素
晴
ら
し
く
、
副

審
査
長
と
合
議
し
決
定
致
し
ま
し
た
。 

金　

賞	

土
屋　

和
民

銀　

賞	

三
橋　

重
夫

銅　

賞	

三
橋　

重
夫

寒
川
町
長
賞	

鈴
木　

輝
夫

さ
が
み
農
協
寒
川
地
区
賞	

鈴
木　

良
雄

寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞	

松
原
不
二
男

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店
賞	

鈴
木　

輝
夫

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店
賞	

大
貫　

久
男

三
昭
グ
ル
ー
プ
／
中
華
一
番
／
嵐
坊
賞　

	

後
藤　
　

勤

　

〃	

後
藤　
　

勤

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南･

神
奈
川
賞	

後
藤　
　

勤

　

〃	

松
原
不
二
男

　

〃	

松
原
不
二
男

読
売
Ｐ
ａ
ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
賞	

菅　
　
　

利

　

〃	

安
池　

春
敏

Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
賞	

小
峰　

勝
子

さ
ん
こ
う
ど
う
賞	

宗
像　
　

洋

　

〃	

杉
本　
　

修

　

〃	

鈴
木　

良
雄

金　

賞	

三
橋　

重
夫

銀　

賞	

安
西　

昭
夫

銅　

賞	

宗
像　
　

洋

寒
川
町
議
会
議
長
賞	

藤
岡　

清
久

金　

賞	

後
藤　
　

勤

銀　

賞	

松
原
不
二
男

銅　

賞	

荒
井　

秀
三

寒
川
町
観
光
協
会
賞	

福
岡　
　

堅

金　

賞	

福
岡　
　

堅

銀　

賞	

梶　
　

俊
一

銅　

賞	

清
田　

美
躬

寒
川
町
商
工
会
会
長
賞	

荒
井　

秀
三

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店
賞	

三
橋　

重
夫

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店
賞	

大
貫　

久
男

三
昭
グ
ル
ー
プ
／
中
華
一
番
／
嵐
坊
賞　

	

清
田　

美
躬

　

〃	

開
沼　

一
善

熊
澤
酒
造
賞	

柿
澤　

昌
明

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南･

神
奈
川
賞	

井
口　

穐
夫

　

〃	

安
西　

昭
夫

　

〃	

鈴
木　

輝
夫

読
売
Ｐ
ａ
ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
賞	

井
口　

穐
夫

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
賞	

岡　
　

照
男

さ
ん
こ
う
ど
う
賞	

吉
原　

鐵
夫

金　

賞	

清
田　

美
躬

銀　

賞	

福
岡　
　

堅

銅　

賞	

柿
澤　

昌
明

日
本
郵
便
㈱
寒
川
郵
便
局
長
賞	

江
藤　

俊
介

金　

賞	

秋
山　

美
好

銀　

賞	

菅　
　
　

利

銅　

賞	

宗
像　
　

洋

入　

選	

菅　
　
　

利

金　

賞	

矢
野　

幸
次

銀　

賞	

小
峰　

勝
子

銅　

賞	

土
屋　

和
民

入　

選	

藤
岡　

清
久

　

〃　

	

菅　
　
　

利

審
査
長
賞	

鈴
木　

輝
夫

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞	

山
﨑　

俊
男

三
昭
グ
ル
ー
プ
／
中
華
一
番
／
嵐
坊
賞　

	

山
田　
　

豊

さ
ん
こ
う
ど
う
賞	

安
西　

昭
夫

  

第
56
回 

菊
花
展
入
賞
者
（
敬
称
略
）

神
社
本
庁
統
理
賞

厚あ
つ

物も
の

の
部

宮
　
司
　
賞

厚あ
つ

走ば
し
り

の
部

太ふ
と

管く
だ

の
部

間あ
い

管く
だ

の
部

細ほ
そ

管く
だ

の
部

福ふ
く

助す
け

の
部

だ
る
ま
の
部

七な
な

本ほ
ん

立だ
て

の
部

　

新
嘗
祭
式
典
に
お
い
て
、
当
神
社
への
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
篤
志
の
方
へ々の
表
彰
式
を
厳
粛
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
第
56
回
菊
花
写
真
展
に
お
い
て
は
、
県
内
10
団
体
の

菊
花
会
に
よ
っ
て
、
約
150
点
の
色
と
り
ど
り
の
菊
花
が
出
品
・

約
50
点
の
奉
納
が
あ
り
ま
し
た
。
写
真
展
に
お
い
て
も
神
社
の

四
季
の
風
景
と
と
も
に
祭
典
・
行
事
な
ど
の
貴
重
な
瞬
間
を

撮
影
し
た
186
点
の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、菊
花
写
真
展
の
上
位
入
選
者
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

式
典
に
お
い
て
そ
の
栄
誉
を
讃
え
て
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

幌
（
内
陣
御
扉
外
面
）

五
色
旗
用
鏡
・
剣

浄
　
　
　
　
財
　
井
　
上
　
裕
　
之

浄
　
　
　
　
財
　
井
　
上
　
玉
　
枝

浄
　
　
　
　
財
　
横
浜
貨
物
綜
合
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
　
佐
　
藤
　
俊
　
哉 

浄
　
　
　
　
財
　
碧
海
諸
音
㈱
　
　
　
代
　
　
　
　
　
表
　
音
　
羽
　
愛
名
碧

浄
　
　
　
　
財
　
㈲
ミ
ノ
テ
工
業
　
　
代
表
取
締
役
　蓑
　
手
　
敏
　
幸

　
　
　
　
　
　
　
㈱
高
　
田
　        

代
表
取
締
役 

林
　
　
　
雅
　
宏

令
和
5
年
　

篤
志
奉
納
者
芳
名 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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菊
花
展
審
査
長  

遠
藤　

吉
和

寒
川
町
菊
花
会	

後
藤　
　

勤
／
松
原
不
二
男

	

福
岡　
　

堅
／
石
黒　
　

清

茅
ヶ
崎
茅
秋
会	

杉
本　
　

修
／
小
川　
　

弘

　
　
　
　
　
　

   

江
藤　

俊
介
／
柿
澤　

昌
明

綾
瀬
菊
花
会	

土
屋　

和
民
／
片
岡　

廣
一

	

畑
中　

宏
長
／
藤
岡　

清
久

                    

黒
﨑　
　

勝

伊
勢
原
秋
豊
会	

田
中　
　

昇
／
岡　
　

照
男

	

井
口　

穐
夫
／
藤
田　

愛
子

	

田
中　

伸
三
／
平
川　

光
則

	

梶　
　

堯
子
／
倉
持　
　

武

                    

橋
本　

秀
男

平
塚
菊
花
会     

大
出　
　

進

厚
木
秋
華
会	

大
貫　

久
男
／
三
橋　

重
夫

	

中
込　

正
義
／
内
藤　

弘
隆

	

荒
井　

秀
三
／
南
條　
　

隆

	

開
沼　

一
善
／
大
貫　

昭
司

大
和
秋
香
会	

関
場　
　

清
／
竹
内　
　

進

                    

矢
後
て
る
み

藤
沢
菊
花
会	

柳
澤　

芳
夫
／
川
口　
　

昇

金　

賞	

下
川　

勝
利

銀　

賞	

仁
藤　

報
子

　

〃	

末
次　
　

巌

銅　

賞	

和
田　

輝
夫

　

〃	
  

水
野　
　

武

　

〃	

柳　
　

盛
康

審
査
長
賞	

相
澤　
　

恂

寒
川
町
長
賞	

中
村　

成
信

寒
川
町
議
会
議
長
賞	

相
澤　

行
明

寒
川
町
教
育
長
賞	

　

田
中　

弘
文

茅
ヶ
崎
市
長
賞	

大
坪　

政
文

寒
川
町
商
工
会
会
長
賞	

池
田　

康
夫

寒
川
町
観
光
協
会
賞	

小
久
保
隆
司

日
本
郵
便
㈱
寒
川
郵
便
局
長
賞	

髙
橋　

宏
爾

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞	

山
家　
　

訓

寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞	

藤
平　

誠
二

横
浜
銀
行
寒
川
支
店
賞	

和
田　

輝
夫

　

〃	

田
波　

光
夫

三
昭
ツ
ー
リ
ス
ト
賞	

中
村　

昭
雄

　

〃	

田
中　

陽
子

　

〃	

川
上　

勝
正

　

〃	

相
澤　

行
明	

　

〃	

杉
崎　

信
行

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
・
神
奈
川
賞	

加
藤
久
美
子

　

〃	

埜
村　
　

秀

　

〃	

永
沼　

鉄
男

　

〃	

松
山　
　

進

読
売
Ｐ
ａ
ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
賞	

播
磨　

悦
子

　

〃	

大
貫　
　

毅

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
賞	

大
田　

陽
夫

Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
賞	

清
水　
　

進

ア
ク
ア
リ
ン
グ
賞	

清
水　

千
俊

田
中
写
真
賞	

安
達　

周
平

審
査
長　

丹
治　

俊
雄

	

　
　
　

　

浜
降
祭
の
神
輿
が
海
に
入
り
禊

を
行
っ
て
い
る
光
景
の
様
子
が
感

じ
ら
れ
、
フ
レ
ー
ム
い
っ
ぱ
い
の

画
角
構
図
と
共
に
見
事
に
捉
え
て

い
ま
す
。
早
朝
の
暁
の
海
の
青
さ
、

主
役
の
神
輿
や
担
ぎ
手
に
低
く
立

ち
込
め
た
朝
焼
け
が
光
り
輝
き
、

神
輿
が
引
き
立
っ
て
見
え
ま
す
。

ま
た
見
物
の
人
々
、
遠
く
の
背
景

に
は
雲
が
映
り
、
周
辺
の
様
子
を

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
中
に
バ
ラ
ン
ス

良
く
捉
え
て
い
ま
す
。
朝
焼
け
の

日
差
し
、
画
面
構
成
上
で
の
主
役

と
脇
役
の
設
定
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ

ク
は
実
に
お
見
事
で
す
。

　

勇
ま
し
い
神
輿
の
光
景
と
、
フ

レ
ー
ム
い
っ
ぱ
い
に
神
輿
と
担
ぎ

手
が
一
体
と
な
り
、
作
者
の
海
辺

か
ら
浜
辺
に
向
か
っ
て
の
着
眼
は

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
的
確

な
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
、撮
影
ポ
ジ
シ
ョ

ン
の
選
択
、
画
角
を
大
き
く
撮
り

入
れ
た
青
い
海
、
主
役
の
神
輿
と

担
ぎ
手
の
腰
ま
で
の
波
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
手
前
の
迫

力
あ
る
波
し
ぶ
き
の
様
子
を
捉
え

た
こ
と
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
タ
イ
ミ
ン

グ
が
発
揮
さ
れ
、
動
き
と
力
強
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
作
者
の
努
力

の
賜
物
で
す
。
実
に
お
見
事
で
す
。

  

第
56
回 

写
真
展
入
賞
者
（
敬
称
略
）

  

菊
花
奉
納
者
芳
名

 
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

神
社
本
庁
統
理

寒
川
町
長

寒
川
町
議
会
議
長

寒
川
町
教
育
長

茅
ヶ
崎
市
長

寒
川
町
商
工
会

寒
川
町
観
光
協
会

日
本
郵
便
（株）
寒
川
郵
便
局
長

さ
が
み
農
協
寒
川
地
区

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店

横
浜
銀
行
寒
川
支
店

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店

三
昭
グ
ル
ー
プ
／
中
華
一
番
／
嵐
坊

（株）
三
昭
ツ
ー
リ
ス
ト

熊
澤
酒
造
（株）

（株）
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
・
神
奈
川

（株）
読
売
Ｐａ
ｌｅ
ｔ
ｔ
ｅ

（株）
ニ
ッ
ポ
ン
放
送

横
浜
エ
フ
エ
ム
放
送
（株）

（株）
さ
ん
こ
う
ど
う

（株）
ア
ク
ア
リ
ン
グ

（有）
田
中
写
真

第
56
回
菊
花
写
真
展

　
　
　
　
協
賛
者
芳
名

（
順
不
同・敬
称
略
）

神
社
本
庁
統
理
賞

宮
　
司
　
賞

「
禊　

祓
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田　

康
夫

「
夜
明
け
の
祭
典
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
久
保
隆
司

相
　
模
　
第
535
号
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当
神
社
の
干
支
の
絵
は
、平
成
27
年
の
乙
未
歳
よ
り
陽
月
さ
ん
が
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
初
詣
を
清
々
し
く
彩
る
作
品
は
本
年
で
10
回
目
と
な
り
ま
す
。干
支
ポ
ス
タ
ー
は
本
年
、２
種
類
の
辰
を

描
い
て
い
ま
す
。境
内
各
所
を
は
じ
め
、正
月
特
別
御
朱
印
、近
隣
の
鉄
道
や
駅
、バ
ス
車
内
、店
舗
な
ど
に

使
用
さ
れ
て
お
り
、年
末
か
ら
１
月
中
旬
に
か
け
て
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
干（
甲
・
乙
・
丙
・
丁
・

戊
・
己
・
庚
・
辛
・
壬
・
癸
）

と
十
二
支（
子
・
丑
・
寅
・

卯
・
辰
・
巳
・
午
・
未
・
申
・

酉
・
戌
・
亥
）を
順
次
六
十

組
に
合
わ
せ
て
、こ
の

六
十
干
を「
一
周
」と
し

て
還
暦
と
い
い
ま
す
。

き
の
と
ひ
つ
じ

過
去
の
作
品
の
ご
紹
介

過
去
の
作
品
の
ご
紹
介

　
書
家
、絵
馬
作
家
と
し
て
、個
展
活
動
と
と
も
に

企
業
や
神
社
等
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
、ポ
ス
タ
ー
、

カ
レ
ン
ダ
ー
、絵
馬
な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

◆ 
陽
月
さ
ん
の
ご
紹
介 

◆

よ
う  

げ
つ

平
成
27
年

乙
未
歳

き
の
と
ひ
つ
じ

令
和
３
年

辛
丑
歳

か
の
と
う
し

令
和
４
年

壬
寅
歳

み
ず
の
え
と
ら

令
和
５
年

癸
卯
歳

み
ず
の
と
う

十
干
十
二
支

甲
辰
歳 

干
支
の
絵
の
ご
紹
介

令和６年　「
毎
年
、干
支
の
絵
を
描
か
せ
て
い
た
だ
く
時
に
必
ず
思
う
願
う
こ
と
は
、

迎
え
る
年
が
無
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。１
年
間
が
無
事
に
過
ご
せ
る

こ
と
、そ
れ
が
何
よ
り
と
思
っ
て
い
ま
す
。令
和
６
年
の
甲
辰
歳
が
、無
事
で

平
和
な
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
絵
に
願
い
を
込
め
て
描
き
ま
し
た
。

〈
陽
月
さ
ん
か
ら
の
ご
挨
拶
〉
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奉灯協賛者芳名 （順不同・敬称略）

制作者  青森ねぶた師 諏
す

訪
わ

　慎
まこと

氏

　９歳からねぶた囃子に参加し、
同時期にねぶた小屋へも訪れ、作
業を手伝いながらねぶたを学ぶ。
高校１年生から本格的にねぶた製
作に加わり、師匠の石谷進氏と共
にデンマーク・ハワイ・モスクワな
どでの海外製作も行う。石谷氏の
引退後、平成 16 年からねぶた愛
好会 の製作を担当。令和５年８月
の青森ねぶた祭においても大型ね
ぶたを製作し、参加している。

昭和 53 年生まれ

　

寒
川
神
社
の
正
月
の
風
物
詩
で
あ
り
ま
す
迎
春
ね
ぶ
た
は
、
本
年
で
２４
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。
第
１
回
か
ら
第
１２
回
は
「
干
支
」
を
題
材
に
、
第
１３
回

か
ら
は
古
事
記
や
日
本
書
紀
な
ど
の
「
神
話
」
を
題
材
に
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
の
迎
春
ね
ぶ
た
は
、
干
支
を
題
材
と
し
て
「
甲
辰
～
八
大
龍
王
～
」

と
し
ま
し
た
。
ね
ぶ
た
の
左
の
難な

ん

陀だ

龍り
ゅ
う

王お
う

は
八
大
龍
王
の
１
つ
で
そ
の
中
で
も 

最
も
優
れ
た
龍
王
と
さ
れ
、
右
の
跋う

ぱ

難な
ん

陀だ

龍り
ゅ
う

王お
う

は
難
陀
の
弟
に
な
り
ま
す
。

古
く
よ
り
神
仏
を
守
護
し
て
き
ま
し
た
八
大
龍
王
は
、
家
内
安
全
と
商
売

繁
盛
な
ど
多
く
の
御
神
徳
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
、

私
達
は
多
く
の
犠
牲
を
払
い
ま
し
た
が
よ
う
や
く
終
息
の
兆
し
が
見
え
、
今

以
上
に
団
結
し
て
協
力
し
あ
え
る
こ
と
を
祈
願
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　

ご
参
拝
の
皆
様
に
は
、
初
詣
に
お
き
ま
し
て
寒
川
大
明
神
の
八
方
除
の
御

神
徳
と
御
加
護
を
お
受
け
い
た
だ
き
、
令
和
６
年
を
安
寧
に
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
、
衷
心
よ
り
祈
念
致
し
ま
す
。

《ねぶたの規格》
横幅：9.0ｍ　高さ：2.７ｍ　
奥行：1.7ｍ
ＬＥＤ電球500個使用
◇2月23日まで設置◇
◇日没から午後10時まで点灯◇
※三が日は常時点灯

東
映
通
信
工
業
㈱

㈲
東
映
マ
ン
シ
ョン

一
政
水
産
㈱

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

柴
﨑
要

日
本
ロ
ー
ド
マ
ー
ク
㈱

橳
嶋
孝
司
・
間
野
隆
司

森
川
栄
介

㈱
竹
中
工
務
店 

横
浜
支
店

柏
川
昌
和

（医）
芳
晴
会

　

愛
児
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニッ
ク

㈱
長
谷
川
製
作
所

㈲
今
井

㈱
丸
井
紙
店

㈱
秋
江

㈱
阿
部

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

㈱
北
岡
本
店

㈱
豊
榮
金
属

阿
部
和
彦

田
中
雄
二

㈱
Ｔ
Ｈ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン

㈱
テ
ク
ノ
ス
三
和

㈱
タ
カ
ト
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー

石
窯
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス

㈱
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
・
神
奈
川

熊
澤
酒
造
㈱

加
藤
俊
二
・
加
藤
芳

㈱
湘
南
ス
タ
イ
ル
工
房

㈱
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ

フ
ジ
シ
ロ
リ
サ
イ
ク
ル

長
谷
島
征
次

㈱
金
子
建
材
土
木

㈱
エ
モ
ア
ホ
ー
ム

Ｔ
Ｎ
Ｋ
グ
ル
ー
プ 

田
中
組

寒
川
ご
と
う
眼
科

㈱
サ
イ
フ
ァ
ー
ム

ハ
タ
ノ
木
材
㈱

㈱
初
案
社

匿
名

令和６年

甲
き の え

辰
た つ

 ～八
は ち

大
だ い

龍
り ゅ う

王
お う

～
相
　
模
　
第
535
号
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⬇

⬇
「オンラインによる御祈祷の申込」

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

【お問合せ】寒川神社郵送祈祷係

　　　　☎︎0467-75-0004㈹ 8：30～17：00

◆ ホームページ上においても郵送祈祷の申込が可能です ◆

※払込／振込の場合は 「御祈願料」および「郵送料」を事前に納入してください

※「依頼人欄」に住所·
　氏名 · 電話番号を
　必ずご記入ください

※通常の封書ではなく、必ず
　現金書留で送付してください

《口座番号》
00280-9-82500
《加入者名》
寒川神社　郵送祈祷

《銀行名 · 店名》ゆうちょ銀行　０２９店
《種　　　　目》当座預金
《口  座  番  号》００８２５００
《名　　　　義》寒川神社　郵送祈祷

0467‐75‐95950467‐75‐9595

❷
❹
❻

【ホームページから申込時のお願い】

①郵便局からの振込
②「ゆうちょダイレクト」からの振込
上記の方法で振込をされた方のみのサービスとなっています。
※オンライン決済は対応しておりません

　当神社では参拝が叶わない方のために、郵送による御祈祷を行っております。申込方法は下記要綱にてご確認
ください。なお、お電話でのお申し込みは行っておりませんのでご了承ください。
※１月、２月はお申込みが多いため、御祈祷のご依頼が確認でき次第、10日前後のお時間をいただいております。

郵送による御祈祷のご案内

12



◇右記の「郵送用授与品申込用紙」を記入
（ホームページより印刷できます）
申込日（お送りになる日）· 氏名· お届け先 ·連絡先を
明記の上 、お受けになりたい神札 · 御守の数量と
初穂料の小計・合計（送料含む）を記入してください

◇現金書留で送付
現金書留封筒に ①「郵送用授与品申込用紙」、
②「初穂料合計」、③「送料（全国一律 500円）」
を同封して下記までお送りください

申 込 方 法
申込日

氏  名

連絡先

授与品名 数 初穂料 小計 授与品名 数 初穂料 小計

神宮大麻 1,000

神社大麻 1,000

八方除大麻 1,000

火難除大麻 1,000 交通安全守（青） 500

盗難除大麻 1,000 交通安全守（紫） 500

八方除守 500 交通安全守（緑） 500

安産守 1,000 交通安全守（赤） 500

交通安全守（白） 500

交通安全守（黄） 500

願掛け絵馬 500

厄落し絵馬 500

神馬絵馬　 500

合格守 1,000

大祓守 1,000

旅行安全守 1,000

十二支守（子） 500

十二支守（丑） 500

十二支守（寅） 500

十二支守（卯） 500

十二支守（辰） 500

十二支守（巳） 500

十二支守（午） 500

十二支守（未） 500

交通安全ステッカー守　 1,500 十二支守（申） 500

十二支守（酉） 500

十二支守（戌） 500

十二支守（亥） 500

八方除こども守 500

心願守 1,000

健康招徳守 500

交通安全木札 1,000 魔除みすず 1,000

駒札守 500 500送　料

下記の通り申込みます。

令和　 年 　 月　 　日

お届け先
〒

小槌守（赤・緑・白）
※色をお選び下さい

相模國一之宮　寒川神社

500

500

500

500

鍵守（赤・紫・白）
※色をお選び下さい

500

八方位交通安全守
 緑・赤・黄・白・紫
※色をお選び下さい

1,000

1,000
幸運を呼ぶ御守
  黄　(袋)

1,000

幸運を呼ぶ御守
  青　(袋)

1,000

1,000

反射板（オレンジ・
　黄・ピンク）
※色をお選び下さい

厄難除氣守
（紺・黄・赤）
※色をお選び下さい

1,000
幸運を呼ぶ御守
  紫　(カード）

1,000

1,000

追突防止板
 緑・赤・黄・白・青
※色をお選び下さい

500

1,000

学業成就守
（赤・白・紫）
※色をお選び下さい

合　計

郵郵  送送  用用　　授授  与与  品品  申申  込込  用用  紙紙

ごご希希望望のの授授与与品品のの数数量量とと金金額額ををごご記記入入下下ささいい。。

幸運を呼ぶ御守
  白　(袋)

幸運を呼ぶ御守
  紫　(袋)

幸運を呼ぶ御守
  赤　(袋)

幸運を呼ぶ御守
  赤　(カード）

幸運を呼ぶ御守
  青　(カード）

幸運を呼ぶ御守
  黄　(カード）

1,000

1,000

幸運を呼ぶ御守
  白　(カード）

申込日

氏  名

連絡先

授与品名 数 初穂料 小計 授与品名 数 初穂料 小計

神宮大麻 1,000

神社大麻 1,000

八方除大麻 1,000

火難除大麻 1,000 交通安全守（青） 500

盗難除大麻 1,000 交通安全守（紫） 500

八方除守 500 交通安全守（緑） 500

安産守 1,000 交通安全守（赤） 500

交通安全守（白） 500

交通安全守（黄） 500

願掛け絵馬 500

厄落し絵馬 500

神馬絵馬　 500

合格守 1,000

大祓守 1,000

旅行安全守 1,000

十二支守（子） 500

十二支守（丑） 500

十二支守（寅） 500

十二支守（卯） 500

十二支守（辰） 500

十二支守（巳） 500

十二支守（午） 500

十二支守（未） 500

交通安全ステッカー守　 1,500 十二支守（申） 500

十二支守（酉） 500

十二支守（戌） 500

十二支守（亥） 500

八方除こども守 500

心願守 1,000

健康招徳守 500

交通安全木札 1,000 魔除みすず 1,000

駒札守 500 500送　料

下記の通り申込みます。

令和　 年 　 月　 　日

お届け先
〒

小槌守（赤・緑・白）
※色をお選び下さい

相模國一之宮　寒川神社

500

500

500

500

鍵守（赤・紫・白）
※色をお選び下さい

500

八方位交通安全守
 緑・赤・黄・白・紫
※色をお選び下さい

1,000

1,000
幸運を呼ぶ御守
  黄　(袋)

1,000

幸運を呼ぶ御守
  青　(袋)

1,000

1,000

反射板（オレンジ・
　黄・ピンク）
※色をお選び下さい

厄難除氣守
（紺・黄・赤）
※色をお選び下さい

1,000
幸運を呼ぶ御守
  紫　(カード）

1,000

1,000

追突防止板
 緑・赤・黄・白・青
※色をお選び下さい

500

1,000

学業成就守
（赤・白・紫）
※色をお選び下さい

合　計

郵郵  送送  用用　　授授  与与  品品  申申  込込  用用  紙紙

ごご希希望望のの授授与与品品のの数数量量とと金金額額ををごご記記入入下下ささいい。。

幸運を呼ぶ御守
  白　(袋)

幸運を呼ぶ御守
  紫　(袋)

幸運を呼ぶ御守
  赤　(袋)

幸運を呼ぶ御守
  赤　(カード）

幸運を呼ぶ御守
  青　(カード）

幸運を呼ぶ御守
  黄　(カード）

1,000

1,000

幸運を呼ぶ御守
  白　(カード）

1,0001

2,0002

例：「幸運を呼ぶ御守」の黄（カード型）１体と白（袋型）2体の場合

※色等のお間違いがないようご注意ください

〒253-0195　神奈川県高座郡寒川町宮山3916　寒川神社　授与品 担当送付先

　申込方法は下記要綱にてご確認ください。なお、お電話でのお申し込みは行っておりませんのでご了承ください。
※正月縁起物は郵送のご対応をしておりませんのでご了承ください。
※１月、２月はお申込みが多いため、申込用紙到着後、10日前後のお時間をいただいております。

当神社へお越しいただいての授与もお待ちしております
【お問合せ】 寒川神社　☎0467-75-0004㈹　8：30～17：00

初穂料 1,000円
八方除大麻

初穂料 各1,000円
厄難除氣守（3色）

初穂料 1,000円 初穂料 1,000円

心願守大祓守

十二支守

八方除 幸福を呼ぶお守り（袋型・カード型）各5種
しあ  わせ

初穂料 各500円
神馬絵馬・願掛け絵馬・厄落し絵馬

初穂料 各500円

授与品（神札、御守）の郵送のご案内

相
　
模
　
第
534
号
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青少年だより 寒 川 神 社 少 年 館
ボ ー イ ス カ ウ ト 寒 川 第 二 団

　寒川神社少年館は10月８日に秋の遠足を実施しま
した。午前中は二宮町の吾妻山公園の展望台を目指し
て登山を行いました。山頂ではアスレチックで遊んだ
後、芝生広場でお弁当をいただきました。午後からは
小田原市のかまぼこ博物館を見学し、箱根町にて寄木
コースター作りに挑戦しました。参加館生は試行錯誤
しながらもオリジナルのコースターを持ち帰り、遠足
の記念となりました。また11月25日、26日にかけて
文化祭が開催されました。講座作品の展示、書道・美
術・神道入門講座の体験や、館生によるお茶席でお
点前の披露が行われ、お客様として来ていただいた館
生のご家族の方々にも大変好評でした。

　ボーイスカウト寒川第二団は、10月9日に神饌田
において稲刈りを行いました。6月に自分たちで植え
た稲を自分たちの手で刈り、多くのお米がとれました。
11月23日の新嘗祭には神様への感謝を込めてそのお
米を御神前にお供えしました。また各隊は秋の諸活動
をそれぞれ行い、カブ隊は10月22日に高尾山に登山、
ボーイ隊は 10月28日に鎌倉へのハイキング、ベン
チャー隊ローバー隊は11月23日にスカウトのみで大
山へ登山を行いました。本年も体調管理を怠らず、活
動に邁進していきます。

　

今
回
は
神
恵
苑
の
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

介
護
支
援
事
業
所
と
は
、介
護
支

援
専
門
員
が
在
籍
し
、ご
病
気
や

怪
我
等
で
自
宅
で
の
生
活
に
困
難
が

生
じ
た
際
、今
後
の
生
活
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
生
活
を
希
望
さ
れ
る
か
を

一
緒
に
考
え
て
、必
要
な
支
援
の
調
整

を
行
う
事
業
所
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
要
介
護
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方
に
対
し
て
相
談
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方
に
対
し
て
も
、申
請
の
手
続

き
か
ら
お
手
伝
い
を
し
て
、必
要
な
社

会
資
源
へ
の
引
き
合
わ
せ
等
の
サ
ー
ビ

ス
の
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
１
歩
は
、ま
ず
ご
相
談
の
ご

連
絡
を
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。ご
相
談

を
い
た
だ
く
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
、例

え
ば
①
以
前
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
時
、②
入
院
や

病
気
が
き
っ
か
け
と
し
て
、コロ
ナ
感
染

の
心
配
に
よ
っ
て
外
出
す
る
機
会
が
減

り
、徐
々
に
歩
行
が
不
安
定
に
な
り
、

生
活
に
不
安
が
あ
る
時
な
ど
で
す
。

去
年
で
き
て
い
た
こ
と
が
、現
在
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
状
態
で
生
活
を
続
け
る

と
、１
年
後
は
さ
ら
に
で
き
な
い
こ
と
が

増
え
て
し
ま
い
ま
す
。で
き
な
い
こ
と
が

多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、取
り
戻
す
た
め

の
時
間
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、早
め
に

ご
相
談
を
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

令
和
５
年
１２
月
時
点
で
、当
苑
に

は
介
護
支
援
専
門
員
が
３
名
在
籍
し

て
い
ま
す
。皆
様
の
お
話
を
し
っ
か
り

伺
い
、そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
一
緒
に

考
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
る
上

で
、介
護
を
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
様
自

身
の
生
活
も
大
切
で
す
。ご
家
族
様

だ
け
で
担
え
る
こ
と
で
は
な
く
、上
手

に
分
け
合
っ
て
い
か
な
い
と
負
担
が
増

え
て
い
き
ま
す
。そ
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
限
界
が
訪
れ
る
前
に
、事
情
に

沿
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
入
れ
て
、

住
み
慣
れ
た
ご
自
宅
で
の
生
活
が
継

続
で
き
る
よ
う
に
支
援
致
し
ま
す
。

　

今
後
も
神
恵
苑
が
住
み
慣
れ
た
地

域
の
一
助
に
な
れ
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま

す
の
で
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
つ
い
て	

主
任
介
護
支
援
専
門
員
　
日
田
　
旭

神恵苑だより
相
談
窓
口

施設見学をご希望の方は下記の電話番号まで、お問合せください。

宗教法人　寒川神社　介護老人保健施設 神恵苑
電話　0467（75）8677　　開苑時間　平日9：00〜16：00
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相
模
冬
の
歌

相　

模　

詠　

草

名
物
の
く
る
み
胡
麻
そ
ば
食
べ
た
く
て
娘こ

の
運
転
で
清
里
の
『
さ
と
』
へ	

稲
垣　

武
子

周
辺
に
ほ
こ
り
立
て
ぬ
よ
う
植
え
し
木
を
ば
っ
さ
り
切
ら
れ
が
く
ぜ
ん
と
す
る	

亀
山　

文
子

キ
ラ
リ
朝
日
玄
関
窓
に
反
射
す
る
“
さ
あ
出
発
だ
”
午
前
の
六
時	

小
林　

篤
子

晩
秋
や
五
百
羅ら

漢か
ん

お
お
き
耳
巷ち

ま
た

の
物
議
聞
く
や
聞
か
ぬ
や	

　
　
　

清
水　

洋
一

孫
達
と
散
歩
事
の
こ
と
“
こ
ん
に
ち
は
”
会
う
人
達
に
あ
い
さ
つ
が
出
来	

土
屋
ト
ミ
子

晩
秋
の
早
朝
に
行
く
町
ぐ
る
み
美
化
運
動
で
な
ご
や
か
に
過
ぐ	

徳
江　

道
子

中
秋
の
満
月
迎あ

お

ぎ
思
い
出
す
亡
き
父ふ

母ぼ

は
ら
か
ら
誰だ

れ

彼か
れ

の
こ
と	

二
宮　

昭
雄

卯う
さ
ぎ

年
月が

っ

山さ
ん

参
れ
ば
十
二
年
御
利
益
続
く
を
信
じ
つ
つ
巡
る	

宮
治
友
美
枝

頑
張
る
に
相
反
し
て
の
虚む

な

し
さ
は
消
す
に
消
せ
な
い
遠
い
思
い
で	

山
根
喜
美
代

金き
ん

木も
く

犀せ
い

の
に
ほ
ひ
た
だ
よ
ふ
路
地
を
吾あ

は
行
き
つ
も
ど
り
つ
一
人
し
歩
む	

杉
本　

照
世

マ
ラ
ソ
ン
の
子
等
の
頬
染
め
晩
秋
の
風
は
冷
た
く
野
を
吹
き
す
ぎ
て
ゆ
く	

瀧
本
三
重
子

【
相
模
詠
草
】

・
野
ば
ら
文
化
会（
前
身
、婦
人
会
学
習
ク
ラ
ブ「
ふ
だ
ん
着
の
詩
歌
く
ら
ぶ
」と
し
て
昭
和
34
年
に
誕
生
）

　

に
よ
る
詠
草
。公
民
館
ま
つ
り・
短
歌
大
会
等
に
参
加
す
る
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

・
昭
和
50
年
、本
誌
に
初
め
て「
献
詠
歌
」と
し
て
掲
載
。昭
和
53
年
に
相
模
詠
草
と
改
称
、以
来
現
在
に
至

　

る
ま
で
、生
活
の
中
で
の
一
瞬
を
美
し
い
言
葉
で
切
り
取
っ
た
詩
歌
を
継
続
的
に
投
稿
い
た
だ
い
て
い
る
。

趣
味
一
つ
出
来
て
楽
し
き
文
化
の
日	

菅
沼
う
め
の

ど
ん
ぐ
り
や
子
ら
と
一
緒
に
や
じ
ろ
べ
え	

　

須
田　

柚
川

顔
つ
き
も
高
級
と
な
る
初
秋
刀
魚	

竹
村
真
砂
美

鍬
の
土
踵か

か
と

で
落
と
す
日
の
短
か	　
　
　
　
　

松
本
美
智
子

ゆ
っ
く
り
と
廻
る
水
車
や
山
紅
葉	　
　
　
　

根
岸　

君
子

新
涼
や
届
く
個
展
の
案
内
状	

倉
谷　

節
子

柿
す
だ
れ
少
し
残
り
し
皮
の
跡	

四
ツ
車
梢
月

女
子
会
の
群
れ
て
花
野
へ
繰
り
出
せ
り	　
　

岩
田
美
代
子

七
堂
へ
秋
の
七
草
め
ぐ
る
旅	

金
子　

晴
子

一
人
っ
子
わ
が
ま
ま
放
題
藪
か
ら
し	　
　
　

新
井　

泰
春

踊
の
輪
ち
ょ
い
と
一
杯
ひ
っ
か
け
て	

　
　
　

猿
渡　

弥
生

人
生
の
八
割
生
き
て
隙
間
風	

　
　
　
　

菅
沼　

保
幸

平
凡
な
夕
餉
で
終
わ
る
冷
奴	

伊
藤　

公
一

星
月
夜
大
樹
は
黙も

だ

で
押
し
通
す	

石
原
美
枝
子

天
澄
み
て
は
や
白
銀
に
輝
や
け
り	

永
野
登
美
枝

庭
の
柚
子
色
づ
き
染
め
て
秋
深
む	

瀧
本
三
重
子

寒　

川　

俳　

壇

【
寒
川
俳
壇
】

・
昭
和
24
年
に
誕
生
。（
大
正
時
代
か
ら
不
定
期
に
開
か
れ
て
い
た
）

・
月
例
句
会
を
月
４
回
開
き
総
互
選
を
し
、選
句
技
術
の
向
上
と
俳

　

句
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。当
神
社
の
例
祭
神
賑
行
事
に
も
献
句
と

　

し
て
奉
納
。

相
　
模
　
第
535
号
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寒
川
神
社祭典

・
行
事
の
ご
案
内

1
月
〜
3
月

●節分祭
　2月3日

　季節の始まりの日（立春・
立夏・立秋・立冬）の前日が
節分であり、邪気災厄を祓
い、福を呼び込む節分祭が
斎行されます。

●追
つ い

儺
な

祭
　1月2日

　追儺とは“鬼やらい”と
も呼ばれ、年頭にあたり
1年の災難を除く神事で
す。午後８時、古式に則
り追儺の神事が浄闇の
境内で斎行されます。

◆正月期間（１月・２月）の交通安全祈祷の「車」のお祓いについて◆
　・正月期間中の「神職による車のお祓い」は、下記の通りとなっております　
   【大晦日・１月中】車のお祓いは行っておりません
　【２月の平日から】車のお祓いは行います　※2月の土・日曜日・祝祭日は行いません
　【お願い】
　・お祓いをお受けになる場合、神社の駐車場（第１・第２・第３駐車場）にご駐車ください
　　※第４駐車場、または近隣駐車場にお停めになられてもお祓いは行えませんのでご了承ください
　・車のお祓いをお受けになる方は車のナンバーが必要です（例：湘南 888 さ 920）　
　・お車のお祓いができない期間中であっても、交通安全御祈祷はお受けいただけますので
　　上記期間中に交通安全祈祷をお受けになる場合は、お札渡し処にて車の鍵のお清めをお受け願います
　・後日、奉仕可能日にお越しいただいた際に、正月に交通安全祈祷を受けられました旨のお申し出をいただけ
　　ましたら、改めてお車のお祓いをさせていただきます

◆初詣のお願い◆
　・控室での湯茶接遇は行わず、御祈祷時の格衣（白いお召し物）の着用もございません
　・郵送による御祈祷並びに授与品の郵送対応を承っております
　・御神前に上がらずに神札をお持ち帰りいただく方法を承っております
　・御朱印においては、１月中は特別御朱印（書置き）のみの対応となります

武佐弓祭
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 3月　弥生
20日	 午前10時	 安藤由勝大人命
	 	 　伊集院直彦大人命
	 	 　　他命等の慰霊祭
	 午後 1時	 末社御祖神社
	 	 　春季霊祭並合祀祭
	 午後 2時	 宮山役員改選奉告祭

●紀元祭並顕彰奉告祭
　2月11日

　日本国の建国を奉祝して、皇
室国家の弥栄と氏子崇敬者の発
展を祈ります。

●末社御祖神社
　春季霊祭並合祀祭
　3月20日（春分の日）

　末社御祖神社は、宮山在
住の方を中心に結成された
御祖講の講員の祖先がお祀
りされており、春と秋の２回
に霊祭が斎行されます。

毎月1日・20日	
	 午前8時30分	 月次祭（1月1日除く）

 2月　如月
 3 日	 午前11時・午後２時	 節分祭
11日	 午前10時	 紀元祭並顕彰奉告祭
	 	 顕彰式
17日	 午前10時	 祈年祭並田

た

打
うち

舞
まい

神事
23日	 午前10時	 天長祭

 1月　睦月
 1日	 午前0時	 八方除祭
	 引き続き	 元旦祈願祭
	 午前6時	 歳旦祭
	 引き続き	 末社歳旦祭
 2日	 午後8時	 追

つい

儺
な

祭
 3日	 午前8時	 元始祭
 8日	 午前10時	 武

む

佐
さ

弓
ゆみ

祭

正月三が日・１月・２月の土・日曜日・祝祭日・大安の日は例年、大変混雑しております。
極力、混雑日を避けていただき、ご参拝の方それぞれがご自身の体調管理に十分ご留意いただきまして、
ご参拝くださいますようお願い申し上げます。
※ご参拝の際には改めてホームページをご覧ください

寒川神社 令和６年 初詣の御祈祷、受け入れについて

◆正月期間（１月・２月）の御祈祷受付時間について◆
　・御祈祷は予約制ではございません、当日受付のみです
　・大晦日の午後１１時４５分より元日の午後５時まで受付
　【１月２日～５日】　
　　午前６時３０分から午後５時まで受付
　【１月の土・日・祝祭日】
　　午前６時３０分から午後５時まで受付
　【１月9日以降の平日】
　　午前７時３０分から午後５時まで受付
　　※２月以降は午前８時から午後５時まで受付

▲御祈祷のお申込みは客殿にてお申込みください

祈年祭並田打舞神事

相
　
模
　
第
535
号
　

17



　
編
集
後
記

JR相模線「宮山駅」より徒歩5分、圏央道「寒川北インター」より1㎞
次号『相模536号』は令和6年4月1日に発行します

祝祭日には国旗を掲げましょう

Youtube
公式チャンネル

寒川神社
ホームページ

公式
インスタグラム

公式ライン
アカウント

　

新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。最
近
ま
で「
テ
レ
ビ
離
れ
」と
い
う

言
葉
を
信
じ
て
い
ま
し
た
が
、ま
だ
ま
だ

テ
レ
ビ
の
影
響
力
は
計
り
知
れ
ず
、昨
年

は
多
く
の
方
が
寒
川
神
社
に
興
味
関
心

を
も
っ
て
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。我
々
の

生
活
リ
ズ
ム
に
は
テ
レ
ビ
を
見
る
習
慣
が

刷
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。本
年
も
当
神
社

は
様
々
な
教
化
活
動
に
よ
っ
て
、神
社
に
お

参
り
を
す
る「
習
慣
」を
広
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。本
年
も
社
報『
相
模
』を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。　　

   

（
俊
）     

　

第
5
3
5
号　
令
和
6
年
1
月
1
日

発
行
所
／
寒
川
神
社
社
務
所　

☎
0
4
6
7
-7
5
-0
0
0
4
（代）

〒
2
5
3
-0
1
9
5　

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
3
9
1
6

編
集
責
任
者
／
小
野 

俊
之

印
刷
所
／
株
式
会
社
さ
ん
こ
う
ど
う

〜木札のご紹介〜
毎月1日の月次祭にご参列された方にお頒けする木札です。

数に限りはありますが、授与所にて1体 2,000円で頒布しております。

睦月
「1月」

如月
「2月」

弥生
「3月」

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
と　

は
ち
で
は
ね
て
る　

金
魚
さ
ん

二
宮　

舞
幸

や
き
い
も
を　

ひ
と
り
で
た
べ
た　

お
な
か
い
っ
ぱ
い

鈴
木　

陸
斗

お
で
ん
た
べ　

し
あ
わ
せ
の
こ
え　

ひ
び
く
よ
る

青
島
こ
こ
ろ

ほ
し
い
も
の　

い
っ
こ
も
ら
え
る　

ク
リ
ス
マ
ス

長
法　
　

樹

寒
い
の
に　

あ
と
で
あ
と
で
の　

衣
が
え

櫻
井　

暁
介

校
庭
が　

画
用
紙
み
た
い
な　

冬
の
朝

滝
本　
　

翔

相
模
冬
の
歌

　

少
年
館
こ
ど
も
俳
句

寒
川
神
社

　参
集
殿

様
々
な
シ
ー
ン
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

ご予約・
お問合せ
☎0467-75-5555

( 一社 )

( 一社 )

当日は、寒川神社に正式参拝を行い、男女各３７名がご参加されました。
結果１２組のカップルが誕生し、大変盛況なパーティーとなりました。

令和5年12月９日(土)に開催致しました！


